
Ⅱ 平成２７年度みえスタディ・チェックの結果・分析（中学校数学） 

１ 集計結果 

（１） 平均正答率及び領域別平均正答率 

 平均正答率 領域別 

数と計算 量と測定 図形 数量計算 

第１学年 第１回 57.4% 54.7% 36.1% 62.8% 65.4% 

  数と式 図形 関数 資料の活用 

第２学年 第１回 57.5％ 61.2% 60.3% 54.9% 46.8% 

第２学年 第２回 41.9% 50.1% 42.8% 42.1% 27.5% 

（２） 平均無解答率及び問題形式別平均無解答率  

 平均無解答率 問題形式別 

選択式 短答式 記述式 

第１学年 第１回 7.0% 2.5% 6.5% 21.5% 

第２学年 第１回 9.1% 2.8% 9.0% 36.5% 

第２学年 第２回 12.8% 3.1% 14.7% 37.7% 

（３） 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：生徒数） 

    

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４） 設問別集計結果 

① 第１学年 第１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 第２学年 第１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 第２学年 第２回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ みえスタディ・チェックの課題等、指導改善のポイント 

（１） 各教科の具体的な課題等           （○：選択 ◎：短答 ☆：記述） 

  強み（相当数の生徒ができている点） 弱み（課題のある点） 

第
１
学
年 

第
１
回 

１（１） 

１（３） 

 

２（１） 

〇基本的な整数の加法

の計算、四則計算を

すること。 

◎平面図形における

三角形の内角の和

が１８０°であるこ

とを理解しているこ

と。 

１（４） 

 

 

 

５（３） 

 

 

６（２） 

◎「基準にする量」とその「割合」、

「割合に当たる量」の関係を理解

し、求めること。 

（無解答率もやや高い） 

☆示された立体の図形の構成を理

解して、数学的な表現を用いて説

明すること。（無解答率も高い） 

☆示された事柄の規則性を見つけ、

提示された例をもとに説明する

こと。（無解答率も高い）【問題掲

載】 

第
２
学
年 

第
１
回 

１（１） 

 

 

１（２） 

 

 

 

２（１） 

 

 

〇比について理解し、

等しい比を示すこ

と。 

◎正の数、負の数にお

ける四則計算の順序

を理解し、計算をす

ること。 

◎線対称の図形を理解

し、作図すること。 

２（６） 

 

 

 

４（２） 

 

 

 

５（３） 

◎示された２つの事柄の関係を独

立変数と従属変数として理解し、

関数としてとらえること。（無解

答率もやや高い） 

☆示された事柄を数学的に理解し、

提示された例示をもとに、事柄が

成り立つ理由を筋道を立てて説

明すること。（無解答率も高い） 

☆示された事柄を単純化してとら

え、 数学的な表現を用いて説明

すること。（無解答率も高い）【問

題掲載】 

第
２
回 

１（２） 

 

 

 

 

 

 

１（５） 

○実生活の場面におい

て、ある基準に対し

て反対の方向や性質

をもつ数量が正の数

と負の数で表される

ことを理解している

こと。 

○等式の性質について

理解していること。        

１（３） 

 

 

１（４） 

 

 

５（３） 

◎基準量・比較量・割合の数量関係

を文字式に表すこと。(無解答率

もやや高い）        

◎文字を用いた式で数量の関係を

説明するための構想を理解して

いること。(無解答率もやや高い） 

☆事象を数学的に解釈し、問題解決

の方法を数学的に説明すること。

（無解答率も高い）【問題掲載】 

 

 

 



（２） 全体の傾向 

・基本的な四則計算の順番を理解し、それらの計算を的確にすることができている。 

・基準量・比較量・割合の関係を理解して数量関係を式にすることに課題が見られる。 

・事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することに課題がある。 

・示された事象や資料を的確にとらえたり、必要に応じて選択したりしたことを踏まえ、

既習の事柄（性質等）を根拠にして、数学的な表現を用いて説明することに課題があ

る。 

（３） 指導改善のポイント   

問題 指導改善のポイント 

第１学年 

第１回 

６（２） 

 

 

 

第２学年 

第１回 

５（３） 

 

 

 

 

 

 

第２学年 

第２回 

５（３） 

・事柄の規則性を見つけ、提示された例示をもとに説明することためには、

他者から示された様々な考え方や解決方法を解釈することで、他者の表現

のよさに気付いたり、新たな方法を考えたりするための話し合う活動を取

り入れることが大切である。 

→ワークシート『平成 26・27年度 第 5学年 Ｄ 数量関係 

「表にして考えよう」第１学年 Ｃ読むこと」』を活用 

・日常的な事柄の問題について数学を活用して解決するため、事象を理想

化・単純化し、その結果を数学的な表現を用いて説明したり、事柄が成り

立つ理由を筋道を立てて説明したりするためには、日常的な事象の問題に

ついて、数学的にとらえることの有用性を感じるようにすることが大切で

ある。そのために、事象を理想化・単純化して図に表したり、図から分か

ることを話し合ったり、数学的な表現を用いて説明する活動を取り入れた

りすることが大切である。 

→ワークシート『平成 26・27年度 第１学年 Ｃ 関数 

「三重県の面積を厚紙を使って考えよう」』を活用 

・問題解決の方法や手順を、数学的な表現を用いて的確に説明するためには、

日常的な事象の中で数学を活用して問題解決を図る場面を多く取り入れ、

問題を解決するだけでなく、問題解決の方法や手順を見いだし、それを説

明したり、示された条件から、どのようなグラフになるかを判断し、その

グラフをどのように用いることによって、問題を解決することができるの

かを説明したりする数学的活動の場面を設定することが大切である。 

→ワークシート『平成１９年度～２６年度 全国学力・学習状況調査問題

より作成したワークシート 第 2学年 駅への向かい方』を活用 
 
 

 

 

 

 

 



【第１学年 第１回６（２）の問題】 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連するワークシート】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【関連するワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第２学年 第１回５（３）の問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 



【関連するワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第２学年 第２回５（３）の問題】 

   

 

 

【第 2学年 第 2回５（３）の問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【関連するワークシート】 

 

 

 

 

 


